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創立 150 周年記念総会

　

コ
ロ
ナ
禍
で
1
年
延
期
さ
れ
た
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

令
和
4
年
12
月
4
日
㈰　

千
代
田
区
立
番
町
小
学
校　

講
堂

〈
式
次
第
〉

1
．
開
会
の
こ
と
ば

２
．
同
窓
会
会
長　

挨
拶　
　

豊
島
快
兒　

会
長

３
．
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
報
告　

西
岡
芳
文　

副
会
長

４
．
来
賓
紹
介　
　

挨
拶　
　

傳
田　

学　

番
町
小
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
千
絵　

番
町
幼
稚
園
園
長

５
．
同
窓
生
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　

河
井
勇
人

６
．
懇
親
会

７
．
校
歌
・
記
念
日
の
歌　

斉
唱

８
．
閉
会
の
こ
と
ば

総会の様子

配布された土産品

来賓の方の挨拶



河
井
　
勇
人
（
か
わ
い
　
ゆ
う
じ
ん
）　Eugene K

aw
ai

２
０
０
２
年
12
月
9
日�

千
代
田
区
六
番
町
生
ま
れ

２
０
１
５
年
3
月　

番
町
小
学
校
卒
業　
（
Ｈ
26
）

２
０
２
０
年
3
月　

千
代
田
区
立
九
段
中
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

5
年
終
了

２
０
２
０
年
4
月　

東
京
藝
術
大
学
Ｓ
Ｓ
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
飛
び
入
学
）
3
年
在
籍　

２
０
２
０
年
度
宗
次
德
二
特
待
奨
学
生

　

2
歳
よ
り
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
る
。
13
年
第
67
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
バ
イ
オ
リ
ン
部
門
小
学
校
の
部
東
京
大
会
第
1
位
、
全
国
大
会
第
1
位
、
横
浜
市

民
賞
（
聴
衆
賞
）、
兎
束
賞
、
東
儀
賞
受
賞
。
15
年
第
13
回
リ
ピ
ン
ス
キ
・
ヴ
ィ
エ

ニ
ア
フ
ス
キ
国
際
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
第
1
位
（
ポ
ー
ラ
ン

ド
）。
17
年
若
い
音
楽
家
の
た
め
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
10
回

記
念
大
会
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
第
1
位
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）。
同
年
、
米
国
の
主
要

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
専
門
サ
イ
トT

he�V
iolin�Channel

のRising�Star
に
抜
擢
・

特
集
さ
れ
る
。
現
在
、
玉
井
菜
採
・
野
口
千
代
光
・
V
．ト
レ
チ
ャ
コ
フ
各
氏
に
師

事
。
使
用
楽
器
は
一
般
財
団
人
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
よ
り
貸
与
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス

ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
「Lyall

」（
ク
レ
モ
ナ�

１
７
０
２
年
製
）。
国
内
外
で
多
数

の
演
奏
会
に
出
演
し
て
き
た
。
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
、
東
京
交
響
楽
団
、
ロ
シ
ア
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
管
弦
楽
団
、
モ
ス
ク
ワ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
、
プ
レ
ジ
デ
ン

シ
ャ
ル
交
響
楽
団
（
ロ
シ
ア
）、
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン
・
交
響
楽
団
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）、

中
国
四
川
交
響
楽
団
等
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
6
月
ウ
ラ

デ
ィ
ー
ミ
ル
・
ス
ピ
ヴ
ァ
コ
フ
主
催
「M

oscow
�
M
eets�

Friends

」、
２
０
１
８

年
5
月
「
第
2
回International�T

chaikovsky�Y
outh�Festival

」
等
、
国
際

音
楽
祭
に
も
頻
繁
に
招
か
れ
て
い
る
。

　

令
和
2
年
4
月
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
中
の
人
々
を
脅
威
に

晒
し
、
生
活
や
行
動
が
制
限
さ
れ
、
本
年
5
月
、
お
よ
そ
3
年
ぶ
り
に
そ
の
制
限
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
3
年
間
に
私
た
ち
同
窓
会
は
令
和
3
年
12
月
4
日
に
創
立

一
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
そ
し
て
翌
年
、
令
和
4
年
12
月
4
日
に
同
窓
会

総
会
を
1
年
延
期
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
母
校

行
事
や
同
窓
生
の
集
い
な
ど
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
年
、
会
長
留
任
に
す
る
に
あ
た
り
、
番
町
小
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
存
続
、
更

に
未
来
へ
の
橋
渡
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
⑴
会
員
相
互
の
親
睦

の
向
上　

⑵
会
員
名
簿
の
整
備
と
会
報
の
発
行　

⑶
資
料
室
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整

備
と
充
実　

⑷
学
年
会
、
ク
ラ
ス
会
へ
の
支
援
、
協
力　

⑸
母
校
の
式
典
、
行
事
へ

の
参
加　

⑹
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
諸
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
は
皆
様
か
ら
の
会
費
に
よ
る
収
益
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
事
業
の
費

用
増
加
も
予
想
さ
れ
る
中
、
役
員
相
互
の
結
束
と
努
力
に
よ
り
確
実
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創
立
一
五
〇
周
年
記
念
総
会

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
者　

河
井
勇
人　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ご
挨
拶

同
窓
会
会
長
　
豊
島
　
快
兒

　

平
素
よ
り
番
町
小
学
校
同
窓
生
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
母
校
へ
の
多
大
な
る
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

令
和
5
年
7
月
1
日
、
番
町
小
学
校
同
窓

会
会
長
に
留
任
い
た
し
ま
し
た
豊
島
快
兒

（
昭
和
41
年
度
、
第
94
回
卒
）
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



１．収入の部

令和5年度予算 令和4年度決算 摘　　要(予算関係） 令和4年度予算

前期繰越金 862,610 820,661 820,661

卒業生入会金 70,000 73,000
令和５年度卒業生予定
70名×1，000円 70,000

年会費・寄付 1,800,000 2,037,000 本会年会費+寄付　総額 1,800,000

雑収入 30,000 335,000 総会、イベント参加費 600,000

利息 2,000 4,116 定額貯金満期利息など 100

150周年記念総会用
準備金　取崩 0 2,000,000

郵貯通常貯金内に150周年記念総
会用に残しておいた金額 2,000,000

収入合計 2,764,610 5,269,777 5,290,761

２．支出の部

令和5年度予算 令和4年度決算 摘　　要(予算関係） 令和4年度予算

活動費 250,000 237,609
学年会補助、U-20、卒業記念品、
卒業アルバム、会議お茶代 200,000

150周年記念総会関係費 0 1,297,997 ケータリング、土産品、看板　他 2,600,000

通信費 700,000 681,537 会報送付、各種案内送付 800,000

印刷事務費 250,000 232,621 封筒作成、文房具、文書作成 500,000

会報作成費 500,000 472,573 会報第21号 700,000

慶弔費 10,000 0 弔電、香典、生花 30,000

ＨＰ関係費 170,000 163,350 HP　年管理運営費 170,000

備品費 30,000 0 資料室備品 50,000

修繕費 30,000 0 PC機器、資料室備品修繕 50,000

雑費 20,000 21,480 振込手数料他 10,000

事業準備引当金　繰入 700,000 1,300,000 定額貯金　預入 100,000

予備費 104,610 0 80,761

次期繰越金 ー 862,610 0

支出合計 2,764,610 5,269,777 5,290,761

上記を令和5年度予算として提出します。
各科目の予算額に過不足が生じた場合は、会長の承認を条件として相互に流用できるもの    
とする。

3．創立150周年記念基金

前期繰越金 4,133,167

令和5年5月20日
経理 津田真知子

令和5年度予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

第
1
号
議
案　
　

令
和
4
年
度
事
業
報
告

第
2
号
議
案　
　

令
和
4
年
度
決
算
報
告

第
3
号
議
案　
　

令
和
5
年
度
事
業
計
画

第
4
号
議
案　
　

令
和
5
年
度
予
算

第
5
号
議
案　
　

役
員
・
執
行
部　

人
事

出
席
者　

21
名　

返
信
ハ
ガ
キ
で
賛
成
・
議
長
一
任　

68
名

計
89
名
の
賛
成
を
も
っ
て
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
6
月
18
日
㈰　

14
時
～
16
時

番
町
小
学
校　

3
階　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム

○
令
和
４
年
度
事
業
報
告

　

①　

創
立
一
五
〇
周
年
記
念
総
会　

令
和
4
年
12
月
4
日
㈰　

午
後
14
時
～
16
時

番
町
小
学
校
講
堂　

１
３
４
名
参
加　

参
加
費
２
、５
０
０
円

　

②　

学
年
幹
事
会　

令
和
4
年
6
月
26
日
㈰

　

③　

執
行
部
・
事
務
局
会
議　

令
和
4
年
５
月
15
日
、
7
月
31
日
、
9
月
10
日
、

10
月
8
日
、
11
月
5
日
、
令
和
5
年
1
月
29
日
、
2
月
5
日

　

④　

同
窓
会
Ｕ
―

50
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
集
い
、
新
年
交
歓
会　

中
止

　

⑤　

Ｕ
―

23　

令
和
5
年
3
月
26
日
㈰　

14
時
～
16
時
半　

番
町
小
学
校
講
堂　

１
０
５
名
参
加

コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
は
中
止
だ
っ
た
た
め
、
今
年
度
23
歳
以
下
の
学
生
向
け

同
窓
会
を
開
催

　

⑥　

会
報
20
号
発
行
及
び
発
送
（
印
刷
７
、０
０
０
部
、
発
送
６
、１
７
９
通
）

（
在
校
生
・
教
職
員
４
５
０
通
）

令
和
５
年
　
学
年
幹
事
会
　
報
告



　

⑦　

同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ　

開
催
費
用
の
一
部
補
助　

１
件

　

⑧　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
運
営　

記
事
の
更
新
、
Ｕ
―

23
の
参
加
希
望
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
受
付

　

⑨　

名
簿
管
理

　

⑩　

番
町
小
学
校
行
事　

入
学
式
・
運
動
会
・
学
芸
会
・
謝
恩
会
は
不
参
加
、
卒

業
式
参
加

　

⑪　

愛
育
会
行
事　

ラ
ジ
オ
体
操
・
番
町
こ
ど
も
会
・
新
年
会
は
不
参
加

　

⑫　

資
料
室
整
備　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
よ
る
資
料
室
の
移
転

令
和
4
年
3
月
30
日
に
新
資
料
室
を
設
営

○
平
成
４
年
度
収
入　
　
　

年
会
費　

６
７
６
件　

１
、３
４
８
、０
０
０
円

寄
付　
　

１
６
２
件　

６
８
９
、０
０
０
円　

合
計�

２
、０
３
７
、０
０
０
円

入
会
金　

令
和
４
年
度
卒
業
生　

73
名　

７
３
、０
０
０
円

○
令
和
5
年
度　

事
業
計
画

　

①　

学
年
幹
事
会　

令
和
4
年
6
月
18
日
㈰　

14
時
～
16
時　

実
施
済

　

②　

執
行
部
・
事
務
局
会
議

　

③　

新
資
料
室
整
備　

実
施
済

　

④　

会
報
21
号
の
発
行
及
び
発
送

　

⑤　

同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
開
催
費
用
の
一
部
補
助
）

　

⑥　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
更
新

　

⑦　

名
簿
管
理

　

⑧　

番
町
小
学
校
行
事
へ
の
参
加

　

⑨　

愛
育
会
行
事
へ
の
参
加

　

⑩　

そ
の
他　

本
会
目
的
の
た
め
の
事
業

《
新
役
員
体
制
》

会
長　
　
　
　

豊
島　

快
兒
（
昭
和
41
年
度
）

副
会
長　
　
　

西
岡　

芳
文
（
昭
和
44
年
度
）�

瀬
谷　

達
郎
（
昭
和
47
年
度
）

竹
川　

勝
治
（
昭
和
49
年
度
）�

石
原　

修　

（
昭
和
46
年
度
）

事
務
局　

　

事
務
局
長　

明
石　

寿
夫
（
昭
和
48
年
度
）�

遠
藤　

努　

（
昭
和
58
年
度
）

渡　

洋
二
郎
（
昭
和
35
年
度
）�

中
川　

純　

（
平
成
７
年
度
）

大
沼　

英
之
（
昭
和
54
年
度
）�

藤
本　

貴
也
（
平
成
７
年
度
）

瀬
川　

あ
か
ね
（
昭
和
46
年
度
）�

二
神　

明
平
（
平
成
12
年
度
）

嘉
納　

英
樹
（
昭
和
52
年
度
）�

鈴
木　

亜
優
美
（
平
成
22
年
度
）

会
計　
　
　
　

古
澤　

正
夫
（
昭
和
42
年
度
）�

本
木　

京
子
（
昭
和
42
年
度
）

監
査　
　
　
　

和
田　

一
郎
（
昭
和
39
年
度
）�

金
子　

順
一
（
昭
和
39
年
度
）

顧
問　
　
　
　

新
井　

巌　

（
昭
和
30
年
度
）�

岩
瀬　

裕
全
（
昭
和
36
年
度
）



氏名 ID 金額
松島紗英子 H25-228 23,000
岩瀬秀郎 S19-121 20,000
米澤龍太郎 S63-124 15,500
渡辺知明 S48-428 10,000
鳥居　明 S41-226 10,000
藏田隆之 S43-112 10,000
降籏史子 S19-331 10,000
山田素行 S54-424 10,000
石原　修 S46-303 10,000
木村仁美 S42-347 10,000
高橋　遠 S37-425 10,000
藤井宏昭 S20-131 10,000
瀬谷祐一 S16-331 10,000
渡辺知明 S48-428 10,000
小野里輝夫 S21-123 10,000
平野　透 S16-306 10,000
三輪玄二郎 S38-535 10,000
松本澄夫
（ご家族） S18-252 10,000

笠木　俊 S34-445 10,000
濱田　泰
（御家族） S14-248 10,000

成川　澄 S46-226 12,500
北村　正 S44-414 10,000
河野元嗣 S47-315 10,000
新井　巌 S30-202 8,000
藏田丑男 S15-343 8,000
瀬在　明 S52-115 8,000
西嶋良信 S36-427 8,000
中部謙一郎 S43-330 8,000
松本豊和 S35-235 8,000
吉岡　璋 S30-361 8,000
杉　大次郎 S29-122 8,000
川北　学 S51-210 6,000
冨士滋美 S35-623 6,000
渡辺滄子
（ご家族） S14-402 6,000

林　潤洙 S44-130 5,500
川村知重 S31-212 5,500
遠藤英樹 S63-106 5,500
高梨直樹 S56-216 5,500
竹内信良 S43-325 5,500
世耕行夫 S43-520 5,500
相澤憲子 S36-654 5,500

氏名 ID 金額
碇　淳吉 S41-205 5,000
吉永幹子 S30-314 5,000
高杉卓志 S41-221 5,000
松井英輔 S60-121 5,000
牛丸　譲 S36-304 5,000
末光晃子 S33-142 5,000
田中由利子 S43-355 5,000
殿岡晟子 S20-228 5,000
石原広子 S25-153 5,000
渡邊愛佐 H20-231 5,000
西岡芳文 S44-127 4,000
鮫島和子 S33-346 4,000
堤　恵利子 S46-242 3,500
末光晃子 S33-142 3,000
河合松太郎 S47-311 3,000
幸坂靖子 S30-155 3,000
福山正和 S33-131 3,000
海老原順子 S42-342 3,000
豊島快兒 S41-224 3,000
杉田　隆 S41-121 3,000
荒川秀夫 S23-101 3,000
佐々木深雪 S44-444 3,000
原　美鈴 S42-246 3,000
石橋義通 S42-504 3,000
服部篤彦 S49-226 3,000
塚脇愛理 H19-230 3,000
塚脇彩加 H22-220 3,000
塚脇朱梨 H24-129 3,000
水谷洋子 S19-333 3,000
柳澤仁那 H27-231 3,000
柳澤洋美 S50-139 3,000
小原正幸 S51-413 3,000
星野雅信 S42-228 3,000
坂本　歩 S48-411 3,000
杉村信寿 S44-117 3,000
植芝恭子 S35-157 3,000
内野　実 S41-109 3,000
井上良夫 S33-305 3,000
島村隆一 S31-218 3,000
中　眞知子 S34-658 3,000
小池郷子 S41-545 3,000
大石義和 S42-204 3,000
髙橋寿子 S42-355 3,000
今井英之 S59-202 3,000
岩瀬琢郎 S32-205 3,000

氏名 ID 金額
宮脇信介 S47-131 3,000
岡野洋三 S41-209 3,000
武田健二 S33-219 3,000
久保川幹夫 S43-511 3,000
石黒麻利子 S48-243 3,000
井上善雄 S51-407 3,000
太田一誓 H29-204 3,000
太田直努 R03-213 3,000
對間康二郎 S51-120 3,000
對間啓人 H24-215 3,000
金　民世 S50-109 3,000
宮島敦史 S49-229 3,000
佐羽美穂子 S18-307 3,000
一木俊吾 H15-204 3,000
山田眞之助 S42-236 3,000
長岡　真 S44-329 3,000
杉山充洋 S60-112 3,000
磯貝しま S20-917 3,000
中山康子 S40-446 3,000
金子康雄 S40-108 3,000
尾原愛理彩 H28-901 3,000
澤田展志 S42-319 3,000
坪倉　栄 S44-548 3,000
桃原侑平 H18-125 3,000
中山久子 S44-453 3,000
岡本幸憲 S33-111 3,000
鈴木淳彦 S39-221 3,000
臼倉洋一 S63-104 3,000
丸田明利 S50-422 3,000
福井悠史 H14-323 3,000
山岡照吾 S30-133 3,000
正木美樹子 S20-930 3,000
香川久美子 S31-252 2,000
飛田貞子 S16-136 2,000
今津幸雄 S40-104 2,000
知野光雄 S35-319 2,000
山地平二郎 S33-531 2,000
森　慶太 S45-132 2,000
清水昭和 S23-117 2,000
藤本英夫 S36-630 2,000
山田　千晶 H28-122 2,000
田原純子 S49-440 2,000
藤本　操 S38-328 1,500
渋沢　修 S42-114 1,000
梨本実花 H14-318 1,000

氏名 ID 金額
山根　勉 S33-436 1,000
田原　績 S45-424 1,000
梶谷　博 S17-418 1,000
遠藤　毅 S45-204 1,000
布村行雄 S56-122 1,000
布村文雄 S58-319 1,000
布村定雄 S24-108 1,000
布村道雄 S62-216 1,000
土方　純 S38-226 1,000
宮崎かをる S13-406 1,000
曽根康司 S59-311 1,000
三輪田　真 S38-129 1,000
山根　勉 S33-436 1,000
市村有紀子 S61-131 1,000
市村美桜子 H28-203 1,000
住田英夫 S28-313 1,000
勝俣みきえ S56-430 1,000
永田　穣 S20-156 1,000
大嶋幸子 S33-249 1,000
斉藤裕康 S38-316 1,000
森　勇乃祐 H24-229 1,000
梶谷　博 S17-418 1,000
本間　暁 S60-419 1,000
毛利太一 H24-227 1,000
秋山恒美 S18-101 1,000
仁井田雅子 S29-147 1,000
葛谷信美 S45-413 1,000
丸山一義 S59-421 1,000
渋沢　修 S42-114 1,000
的場　駿 H16-328 1,000
秋元寿明 S38-401 500

689,000 円

合計165件 1,692,500円

令和 4年度（2022.4/1～2023.3/31）

氏名 ID 金額

中里晴彦 S40-326
1,000,000中里泰子

（ご逝去） S38-147

佐野正子 S44-152 2,500
田中啓子 S18-318 1,000

令和 5年度前期（2023.4/1～2023.9/30）

* 年会費のお振込と共にご寄付をいただき誠にありがとうございます。

令和 4年度・令和 5年度前期（2022.4/1～2023.9/30）　同窓会寄付者名簿
� （敬称略）



　

昭
和
三
十
八
年
度
6
年
3
組
卒
業
の
私

た
ち
は
、
卒
業
時
に
、
ク
ラ
ス
会
名
を

「
番
町
し
の
ぶ
会
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
四
日
㈯
、
四
年

ぶ
り
に
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

本
当
は
、
2
年
前
の
七
十
才
の
時
に
、
古

希
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
集
ま
り
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実
現
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
四
年
間
の
空
白
時
に
、
一
番
ク
ラ

ス
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
仲
間
が
亡
く

な
り
、
ま
た
大
病
を
患
っ
た
り
、
連
れ
あ

い
を
な
く
し
た
り
、
職
を
離
れ
た
り
と
、

様
々
な
形
で
身
の
回
り
の
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
連
絡
の
と
れ
る
方
だ
け

し
か
誘
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
少
人
数
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
記

事
を
読
ま
れ
た
同
級
生
は
、
是
非
、
同
窓

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会
報
告

「
番
町
し
の
ぶ
会
」

昭
和
38
年
度
6
年
3
組　

大
堀
（
旧
姓
成
瀬
）
貴
子

　

令
和
4
年
12
月
4
日
㈰
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
で

1
年
延
期
さ
れ
て
開
催
さ
れ
た
、
創

立
一
五
〇
周
年
同
窓
会
総
会
の
終
了

後
に
、
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
Ｆ
で
同
期

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
3
組

の
野
崎
利
之
君
の
開
会
の
挨
拶
に
続

い
て
、
来
賓
と
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
4
組
担
任
だ
っ
た
土
井
靖
子

先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
3
組
の
石
原
修
君
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
が
あ
り
、
各
組
ご
と

の
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
の
懇
親
タ

イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

話
も
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
各

組
の
幹
事
か
ら
出
席
者
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
歌
、
創

立
記
念
日
の
歌
を
皆
で
斉
唱
し
、
ま

た
2
組
の
瀬
川
あ
か
ね
さ
ん
の
提
案

で
、
急
遽
「
運
動
会
の
う
た
」
を
斉

唱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
幹
事
の
津
田
真
知
子
さ
ん
か

ら
、
各
組
担
任
だ
っ
た
先
生
方
の
現

在
の
状
況
が
報
告
さ
れ
、
来
賓
の
土

井
先
生
に
、
全
担
任
の
先
生
を
代
表

し
て
花
束
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き

会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
次
回
は
、
十
一
月
十
七
日
㈮
横
浜
中
華
街
で
会
う

こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
今
回
よ
り
も
更
に
参
加
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

「
同
期
会
報
告
」�

昭
和
46
年
度　

岡
添　

龍
介



ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
閉
会
後
は
各

組
そ
れ
ぞ
れ
に
2
次
会
へ
と
向
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
学
年
全

体
と
し
て
同
期
会
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
合
同
ク
ラ
ス
会
報
告
」

昭
和
41
年
度
卒
業
2
組
＆
5
組

開
催
日　

2
0
2
3
年
6
月
10
日
㈯

場
所　

ホ
テ
ル
龍
名
館
東
京　

レ
ス
ト
ラ
ン
花
ご
よ
み

参
加
人
数　

2
組
14
名　

5
組
13
名　
　

合
計
27
名

幹
事　

2
組　

碇
・
豊
島

　
　
　

5
組　

浜
田
・
小
池
（
福
原
）・
村
田

　

2
組
で
は
、「
わ
く
わ
く
の
同
窓
会
」
だ
よ
っ
て
連
絡
し
ま
く
っ
た
の
に
、
2
組
の

女
子
は
う
ら
ん
ち
ゃ
ん
だ
け
…

　

わ
く
わ
く
寂
し
い
じ
ゃ
ん
！

と
思
っ
た
け
ど
、
一
方
の
5
組
は
聡
子
ち
ゃ
ん
も

幹
事
で
女
子
華
や
か
メ
ン
バ
ー
満
載
。

　

そ
れ
で
も
同
窓
会
欠
席
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
、
滅
多
に
会
え
な
い
憧
れ
の
マ
ド
ン

ナ
は
ほ
ぼ
全
員
か
ら
、
常
連
の
し
ん
ち
ゃ
ん
と
か
男
の
子
か
ら
も
近
況
お
便
り
満
載

で
し
た
。
同
窓
会
効
果
絶
大
。

　

当
日
は
欠
席
コ
メ
ン
ト
を
コ
ピ
ー
し
て
出
席
の
お
友
だ
ち
に
配
り
ま
し
た
。
3
次

会
で
も
別
れ
が
惜
し
い
同
窓
会
、
ま
た
の
開
催
も
楽
し
み
。
え
っ
！
「
ま
た
の
」

…
こ
の
言
葉
を
聞
く
と
2
組
の
ま
さ
み
ち
く
ん
が
番
町
の
門
を
く
ぐ
る
と
き
、「
小

学
生
は
ま
た
げ
な
い
！
」
っ
て
言
っ
て
た
よ
ね
。「
ま
た
毛
」
の
下
ネ
タ
、
い
つ
も

笑
っ
て
た
ね
。「
番
町
頑
張
れ
組
」
の
頭
の
中
は
今
も
昔
も
お
バ
カ
な
こ
と
で
い
っ

ぱ
い
。
亡
く
な
っ
た
お
友
だ
ち
も
奥
さ
ん
と
仲
良
く
笑
顔
で
写
真
参
加
、
嬉
し
い
。

　

そ
の
場
に
い
な
く
て
も
同
窓
会
は
楽
し
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
。
み
ん
な
で
ま
た
、

同
窓
会
の
門
を
ま
た
ぎ
ま
し
ょ
う
。

2
組
報
告　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
41
年
度　

碇　

淳
吉

昭和の時代　番町小学校の運動会で歌われていた「運動会のうた」



遠
く
な
っ
て
い
る
の
を
再
認
識
。
そ

し
て
や
は
り
話
題
は
「
健
康
問
題
」

が
多
い
よ
う
だ
。
宴
半
ば
、
会
場
の

主
「
龍
名
館
」
浜
田
社
長
や
有
志
の

皆
さ
ん
に
景
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き

全
員
に
景
品
が
当
た
る
豪
華
福
引
も

開
催
。
1
等
の
食
事
券
1
万
円
は
5

組
の
某
氏
が
獲
得
！

お
互
い
の
身

体
を
気
遣
い
な
が
ら
も
終
始
明
る
く

な
ご
や
か
な
ク
ラ
ス
会
。
再
会
を
約

束
し
て
一
次
会
は
散
会
。

　

そ
の
後
は
二
次
会
ど
こ
ろ
か
三
次

会
ま
で
の
猛
者
も
20
名
ほ
ど
…
古
希

直
前
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！

5
組
報
告　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
41
年
度　

村
田　

秀
美

　

久
し
ぶ
り
の
東
京
駅
八
重
洲
口
。
来
る
た
び
に
景
色
が
変
わ
る
け
ど
、
迷
わ
ず
ク

ラ
ス
会
の
会
場
へ
到
着
。
今
日
は
2
組
と
5
組
の
合
同
ク
ラ
ス
会
。
そ
ろ
そ
ろ
開
宴

時
間
と
も
な
る
と
徐
々
に
出
席
者
も
集
ま
り
始
め
、
各
々
顔
を
見
合
わ
せ
開
口
一
番

「
君
は
だ
れ
？
」
こ
の
歳
に
な
る
と
、
顔
を
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
名
札
を

見
て
も
「
老
眼
」
で
読
め
な
い
。
お
互
い
に
名
前
を
確
認
し
あ
っ
て
「
久
し
ぶ
り
～
！
」

「
元
気
～
？
」
と
し
ば
し
立
ち
話
。

　

亡
き
同
級
生
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
に
開
宴
。
乾
杯
、
食
事
と
続
く
頃
に
は
も
は
や

自
由
に
席
を
移
動
し
て
の
歓
談
、
と
い
う
か
騒
々
し
さ
も
格
段
に
上
昇
。
皆
、
耳
も

　

コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年
10
月
5
日
、
高
石
晃
嗣
君
（
3
年
生
の
ク
ラ
ス
替
え
で
出

会
っ
た
大
切
な
友
人
）
の
音
頭
で
、
昭
和
58
年
度
6
年
2
組
の
ク
ラ
ス
会
が
あ
り
ま

し
た
。
我
々
は
今
年
52
歳
と
な
る
学
年
で
、
参
加
者
は
12
名
。
四
ツ
谷
駅
近
く
の

「
嘉か

賓ひ
ん

」
で
中
華
を
食
べ
な
が
ら
近
況
報
告
と
〝
思
い
出
の
○
○
話
〟
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
人
は
皆
成
長
し
続
け
る
の
か
？

お
酒
の
力
な
の
か
？

懐
か
し
い
出

来
事
は
解
釈
が
1
ミ
リ
動
く
度
に
大
盛
況
。
お
店
を
「
れ
ん
や
」
に
移
し
、
席
替
え

で
気
分
と
話
題
が
転
換
し
た
二
次
会
で
は
、
家
事
・
育
児
な
ど
家
庭
の
こ
と
か
ら
、

職
場
や
母
校
の
近
況
を
加
え
た
昨
今
の
教
育
現
場
が
抱
え
る
課
題
に
ま
で
広
が
り
ま

し
た
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
母
校
創
立
１
４
０
周
年
頃
か
ら
祖
母
と
母
親
の
介
護
（
二

人
と
も
見
送
り
ま
し
た
）
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
の
頃
か
ら
は
、
父
親
の

見
守
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
日
々
の
介
護
ス
ト
レ
ス
か
ら
逃
げ
だ
せ
る
ク

ラ
ス
会
は
と
て
も
有
り
難
い
。
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
仲
間
同
士
で
忌
憚
な
く
情
報
交

換
し
て
、
明
日
へ
の
活
力
チ
ャ
ー
ジ
が
で
き
る
地
域
の
貴
重
な
居
場
所
で
す
。
同
窓

会
活
動
の
お
手
伝
い
も
然
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
う
方
々
と
は
、
学
び
や
育
ち
の
環

境
だ
け
で
な
く
価
値
観
や
考
え
方
が
遠
く
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と

は
言
え
、
童
心
に
戻
れ
る
「
番
町
こ
ど
も
会
」
の
駄
菓
子
屋
さ
ん
ブ
ー
ス
で
は
、
笑

顔
と
笑
顔
が
交
わ
さ
れ
る
瞬
間
、
身
内
や
ご
近
所
さ
ん
の
よ
う
な
距
離
感
に
縮
ま
り

ま
す
。
こ
の
不
思
議
な
感
覚
を
ご
縁
と
呼
ん
で
良
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
に

は
同
窓
会
が
導
く
「
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
」
に
な
り
ま
す
。
番
町
小
学
校
同
窓
会

の
お
手
伝
い
を
通
じ
て
自
分
の
内
側
に
引
き
こ
も
っ
て
い
た
「
病
気
」
が
、
社
会
で

働
く
た
め
の
「
勇
気
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
同
窓
会
は
、
私
を
育
て

直
し
て
く
れ
た
〝
新
し
い
大
家
族
〟
の
よ
う
な
存
在
、
感
謝
感
激
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
‼

「
ク
ラ
ス
会
に
出
て
感
じ
た
こ
と
」昭

和
58
年
度　

遠
藤　

努



　

今
年
の
初
め
ご
ろ
、
学
校
に
1
通
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
届
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
山

根
一
眞
さ
ん
か
ら
、
手
許
に
残
る
小
学
校
時
代
の
資
料
を
学
校
に
寄
贈
し
た
い
と
の

こ
と
。
資
料
室
の
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
同
窓
会
に
回
送
さ
れ
て
き
た
の
は

し
ば
ら
く
後
の
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う
お
申
し
出
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
く
、
3

月
2
日
に
傳
田
校
長
先
生
と
資
料
室
担
当
の
同
窓
会
副
会
長
西
岡
が
お
目
に
か
か
っ

て
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
根
一
眞
さ
ん
と
い
え
ば
、
科
学
・
技
術
系
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
科
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
多
数
の
本
を
書
か
れ
、
か
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ス

同
窓
生
来
訪

～
山
根
一
眞
さ
ん
（
昭
和
34
年
度
卒
）
の
巻
～

同
窓
会
副
会
長
　
西
岡
　
芳
文

タ
ー
も
務
め
た
方
で
す
。
１
９
８
０

年
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
「
ス
ー

パ
ー
書
斎
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
情
報

整
理
術
の
新
し
い
方
法
を
提
唱
し
、

長
期
に
わ
た
る
週
刊
誌
連
載
『「
メ

タ
ル
カ
ラ
ー
」
の
時
代
』
で
は
日
本

企
業
の
技
術
革
新
の
進
展
を
分
か
り

や
す
く
社
会
に
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

「
は
や
ぶ
さ
2
」
に
つ
い
て
の
著
書

も
広
く
読
ま
れ
映
画
化
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
山
根
さ
ん
が
懇

意
に
し
て
い
る
「
は
や
ぶ
さ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
っ
た
、
現
・
宇
宙
科

学
研
究
所
所
長
の
國
中
均
さ
ん
（
昭

山根氏傳田校長先生

令和 5年 9月 9日に行われた番町こども会

同窓会は駄菓子屋さん

大勢のお子さんで賑わいます



和
47
年
度
卒
）、
初
の
国
産
Ｈ-

２

ロ
ケ
ッ
ト
を
手
が
け
「
日
本
の
ロ

ケ
ッ
ト
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
五
代

富
文
さ
ん
（
昭
和
19
年
度
卒
）
も

番
町
小
学
校
の
卒
業
生
だ
そ
う
で

す
。

　

い
っ
ぽ
う
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
興
味

も
深
く
、
た
び
た
び
現
地
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
て
、

地
球
環
境
の
問
題
を
精
力
的
に
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年

の
愛
知
万
博
で
は
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
福
井
県
の
三
方
五
湖
の

ひ
と
つ
水
月
湖
か
ら
採
取
さ
れ
た

7
万
年
に
及
ぶ
地
球
環
境
の
変
化
を
跡
づ
け
る
「
年
縞
」
の
調
査
・
研
究
を
行
な
っ

て
い
る
県
立
年
縞
博
物
館
の
特
別
館
長
を
務
め
ら
れ
、
生
態
系
協
会
や
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
・
理
化
学
研
究
所
な
ど
、
幅
広
い
科
学
分
野
に
ま
た
が
る
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
と
し
て
御
活
躍
中
で
す
。

　

山
根
さ
ん
が
番
町
小
学
校
に
お
持
ち
く
だ
さ
っ
た
昔
の
資
料
は
、
在
学
中
の
愛
育

会
誌
『
番
町
』
の
セ
ッ
ト
や
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
制
作
さ
れ
た
文
集
、
山
根
さ
ん
が
学

校
で
制
作
し
た
絵
画
作
品
を
て
い
ね
い
に
製
本
し
た
も
の
な
ど
、
戦
後
復
興
に
見
通

し
が
つ
き
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世
代
で
児
童
数
が
い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
時
代
の
番
町

小
学
校
の
教
育
活
動
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
の
数
々
で
し
た
。
ま
だ
お
宅
に
は
未

整
理
の
資
料
が
残
っ
て
い
て
、
ク
ラ
ス
新
聞
「
た
け
の
こ
」
や
旧
友
と
一
緒
に
制
作

し
た
月
世
界
探
検
の
紙
芝
居
、
1
年
生
の
時
の
夏
休
み
の
絵
日
記
な
ど
が
あ
り
、
整

理
が
終
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
追
っ
て
持
っ
て
き
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
。

　

山
根
さ
ん
は
ク
ラ
ス
の
中
で
「
新
聞
委
員
」
に
な
っ
て
熱
心
に
学
級
新
聞
を
作
ら

れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
宇
宙
開
発
に
関
す
る
記
事
が
多
か
っ
た
そ
う
で
、
小
学
生

時
代
に
す
で
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
片
鱗
を
あ
ら
わ
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
当
時

の
理
科
の
先
生
の
優
れ
た
指
導
に
よ
っ
て
大
き
く
科
学
的
な
も
の
の
見
方
を
教
え
ら

れ
た
こ
と
、
学
校
帰
り
の
四
谷
の
土
手
で
植
物
や
動
物
に
親
し
ん
で
科
学
的
好
奇
心

を
養
っ
た
こ
と
な
ど
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
持
ち
に
な
っ
た
資
料
の
中
に
、『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
１
９
５
７
年
2
月
10
日
号

が
混
じ
っ
て
い
ま
し
た
。
見
開
き
で
番
町
の
創
立
記
念
日
に
一
斉
に
風
船
を
空
に
放

つ
児
童
た
ち
の
姿
が
カ
ラ
ー
で
収
録
さ
れ
て
い
て
、
左
下
の
赤
い
風
船
の
右
上
に

写
っ
て
い
る
の
が
山
根
さ
ん
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
カ
ラ
ー

写
真
と
い
う
の
は
珍
し
い
で
す
ね
。

　

実
は
山
根
さ
ん
は
、
お
父
様
の
代
か
ら
の
番
町
同
窓
生
だ
そ
う
で
す
。
お
父
上
の

山
根
能
文
（
章
弘
）
さ
ん
（
昭
和
5
年
度
卒
）
は
東
京
音
大
で
美
学
を
教
え
ら
れ
た

研
究
者
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
折
形
」
と
い
う
き
れ
い
に
紙
を
折
り
畳
ん
で
進
物

を
包
む
武
家
故
実
の
宗
家
と
し
て
、
礼
法
教
室
を
主
宰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
戦

後
す
ぐ
の
時
期
に
人
形
劇
団
「
テ
ア
ト
ル
・
プ
ッ
ペ
」
を
創
設
し
、
さ
ら
に
そ
の
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
東
映
動
画
に
移
籍
し
て
、
日
本
初
の
長
編
ア
ニ
メ
「
白
蛇
伝
」
を

企
画
、
そ
の
制
作
に
携
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
宮
崎
駿
さ
ん
ら
、
後
に
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ブ
リ
を
起
こ
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
こ
こ
か
ら
巣
立
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
日
本
ア
ニ
メ
の
先
駆
者
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

折
形
の
礼
法
教
室
は
一
眞
さ
ん
の
弟
・
山
根
一
城
さ
ん
（
昭
和
36
年
度
卒
）
が
受

け
継
い
で
今
も
続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
城
さ
ん
は
外
資
系
企
業
で
活
躍
さ
れ
、

日
本
コ
カ
コ
ー
ラ
の
副
社
長
ま
で
な
さ
っ
た
方
だ
と
か
。

　

こ
う
し
た
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
山
根
家
に
残
さ
れ
た
番
町
小
学
校
時
代
の

遺
品
は
、
整
理
好
き
で
し
っ
か
り
し
た
お
母
様
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
。
老
朽
化
し
た
校
舎
に
お
お
ぜ
い
の
児
童
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
時
代
の
番
町

の
活
力
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
と
し
て
、
大
切
に
保
管
し
、
現
在
・
未
来
の
番
町
の

児
童
た
ち
に
見
せ
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

山
根
さ
ん
の
御
厚
志
に
感
謝
し
つ
つ
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
御
披
露
い
た
し
ま
す
。

山根氏 西岡副会長



お
知
ら
せ

○
令
和
5
年
度
よ
り
執
行
部
役
員
の
メ
ン
バ
ー
が
か
わ
り
、
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
の
ニ
ー
ズ
も
取
り
い
れ
な
が
ら
、
同
窓
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
新
し
く
「
記
念
資
料
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
何
時
で
も
見
学
で
き
ま
す
が
、
番

町
小
学
校
に
見
学
の
予
約
を
し
て
下
さ
い
。
1
階
左
へ
進
み
奥
の
右
側
の
教
室
で

す
。

　
　
　
「
見
学
予
約
連
絡
先
」

　
　
　
　
　

番
町
小
学
校
（
０
３-

３
２
６
３-

３
７
２
１
）
ま
た
は

　
　
　
　
　

番
町
小
学
校
同
窓
会
（
０
８
０-

３
０
１
２-

１
０
０
１
）

○
お
家
で
眠
っ
て
い
る
番
町
小
学
校
・
幼
稚
園
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
愛
育
会
機
関
誌

「
番
町
」、
小
学
校
時
代
の
印
刷
物
、
行
事
写
真
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
窓
会
資

料
室
へ
寄
贈
お
願
い
致
し
ま
す
。

〒
１
０
２-

０
０
８
５

東
京
都
千
代
田
区
六
番
町
8　

番
町
小
学
校

　
「
番
町
小
学
校
同
窓
会　

資
料
室
係
」
宛

アサヒグラフ表紙 創立記念日に風船を飛ばして祝う番町の児童たち
（『アサヒグラフ』1957 年 2月 10日号）

愛育会会報誌「番町」

山根さんの作品集 クラス文集

＜山根氏より寄贈された資料の一部＞



記
後
集
編

・
還
暦
を
超
え
て
、
ま
た
立
ち
か
え
る
小
学
校
。
外
堀
の
向
こ
う
は
番
町
、
こ
ち

ら
四
谷
で
何
十
年
も
過
ぎ
た
。
同
窓
会
を
支
え
る
旧
友
の
キ
ム
コ
と
一
緒
に
仕

事
を
す
る
の
が
、
な
ん
と
も
楽
し
。（
Ｓ
）

・
♪
み
ん
な
で
作
ろ
う
、
ぼ
く
ら
の
番
町
を
～
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
し
た
が
、
番

町
小
学
校
同
窓
会
に
参
加
し
て
、
新
た
な
出
会
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

事

務
局
で
は
、
貴
重
な
ご
意
見
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
Ｅ
）

・
本
会
は
、
千
代
田
区
立
小
学
校
の
同
窓
会
と
し
て
、
学
区
域
の
町
会
、
千
代
田

区
（
学
校
・
幼
稚
園
・
教
育
委
員
会
）、
在
校
生
の
保
護
者
と
教
職
員
で
構
成

さ
れ
る
愛
育
会
・
愛
児
会
と
常
に
連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。
現
役
の
先
生
方
や

保
護
者
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
情
報
を
沢
山
頂
き
ま
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
、
令
和
へ
と
番
町
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま

し
た
。
会
報
で
そ
の
こ
と
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
）

番
町
こ
ど
も
会
に
て　

樋
口
千
代
田
区
長
と
豊
島
会
長

行
事
ご
と
に
学
校
内
の
装
飾
を
制
作
さ
れ
る　

濱
田
英
明
先
生

創
立
百
五
十
周
年
記
念
の
梅
・
品
種
「
思
い
の
ま

ま
」
は
、
今
年
も
夏
ミ
カ
ン
の
樹
の
横
で
思
い
っ

き
り
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

○
本
会
は
、
皆
様
か
ら
の
年
会
費
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。（
学
生
の
方
は
年
会
費

免
除
）

　

会
報
と
共
に
年
会
費
・
寄
付
用
の
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
振
込
頂
く
場
合
、
振
込
用
紙
に
年
会
費
、
寄
付
の
金
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
寄
付
頂
く
場
合
、
会
報
に
お
名
前
等
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
も
良
い
か
ど
う
か

の
レ
点
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
住
所
、
お
名
前
等
の
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
振
込
用
紙
で
ご
連
絡
頂
く

か
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　

番
町
小
学
校
同
窓
会
Ｈ
Ｐ　

https://bancho-obog.com

　
　

お
問
い
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
ま
で

　
　

番
町
小
学
校
同
窓
会
（
０
８
０-
３
０
１
２-

１
０
０
１
）


